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第６ 経緯について

秋田市エイジフレンドリー指標は、秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画推進委員

会において検討しながら設定しました。

１ 基幹指標および意識指標･行動指標設定の経緯

平成２６年８月２０日 ・エイジフレンドリー指標の設定について、事務局から説明
(第１回推進員会）

平成２６年１１月２５ ・国内の指標事例、ＷＨＯエイジフレンドリー指標案を用い

日 (第２回推進員会） て、指標スタイル・規模・方向性などを検討

平成２７年２月１０日 ・指標設定作業の検討

（第３回推進委員会） （主に指標設定の基本的事項、作業方針、基幹指標および第

１群指標案について）

平成２７年３月初旬 ・「秋田市エイジフレンドリー指標について（中間報告書）」

(案）を各委員に提出し意見集約

平成２７年３月２５日 ・「秋田市エイジフレンドリー指標について（中間報告書）」

（第４回推進委員会） (案）の検討を行い成案

・基幹指標について確定

・第１群の意識指標・行動指標(案）について検討

平成２７年７月１４日 ・第１群、第２群の意識指標・行動指標（案）について検討

（第５回推進委員会）

平成２７年度１０月５日 ・第１群、第２群の意識指標・行動指標について確定

（第６回推進委員会） ・「秋田市エイジフレンドリー指標について（報告書）」(案）

の検討を行い成案
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第７ 指標活用の課題と今後の方向性について

１ 指標の活用とその課題

エイジフレンドリー指標は、各指標の実績値を定期的に調査し、毎年度の進捗管理や施

策点検に役立てるとともに、各施策や取組の成果を把握しながら、今後新たに取り組むべ

き事業の検討に活用していきます。

また、指標の実績値、評価・検証の結果などについては、毎年度市民にわかりやすい情

報提供方法を工夫し、公開します。

２ 今後の方向性

今後は、実際に実績値を蓄積し、指標同士の関連性やその有用性を確認していきます。

エイジフレンドリー指標は、国内では前例のない指標であることから、多角的な検証を継

続的に行う必要があります。改善･検討していかなければならない課題は多いと考えられ

ることから、今後も見直しをしながら、より市民の理解を得やすい指標を目指します。
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第７ 関係資料

１ 秋田市の高齢化の現状と推移予測

本市人口は、２０１０年（平成２２年）に323,600人であったが、２０３０年（平成

４２年）には２０１０年より約64,000人減少し、259,483人になる見込みである。

今後は、総人口が減少を続け、年少人口・生産年齢人口が減少するが、高齢者人口は

増加を続け、２０３０年には95,027人と人口の３６.６％になる見込みとなっている。

秋

秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画より抜粋

２ エイジフレンドリーシティとグローバルネットワーク

エイジフレンドリーシティとは、世界的高齢化・都市化・都市の高齢化に対応するた

め、世界保健機関（ＷＨＯ）によって提唱されたプロジェクトで、「高齢者にやさしい

都市」という意味である。

同プロジェクトは、世界２２か国３３都市で実施した、高齢者に関する聞き取り調査
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結果から、高齢者にやさしい都市を実現するために検証が必要な領域（トピック）を８

つにまとめた。さらに８つのトピックに関する「高齢者にやさしい都市に不可欠な特徴

のチェックリスト」を作成し、各都市が自己診断するためのツールとして示した。

１．屋外スペースと建物

２．交通機関

３．住居

８つの領域 ４．社会参加

（トピック） ５．尊敬と社会的包摂

６．市民参加と雇用

７．コミュニケーションと情報

８．地域社会の支援と保健サービス

ＷＨＯは、エイジフレンドリーシティを推進する都市への支援や都市同士の連携を図る

ことを目的に、２０１０年、エイジフレンドリーシティグローバルネットワークを設立し

た。

ＷＨＯグローバルネットワークサイクル

３ 秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画

秋田市は、超高齢社会を見据えた対応として、平成２１年度から「エイジフレンドリ

ーシティ(高齢者にやさしい都市）の実現」を目指し取り組み、平成２３年１２月、日

本国内で初めてＷＨＯグローバルネットワークに参加、平成２５年８月には、秋田市エ

イジフレンドリーシティ行動計画を策定した（同年１２月冊子完成）。

(1) 策定趣旨等

４ ５年サイクルでの

継続的な改善

１～２年目 ３～５年目

１ 計画段階

・高齢者が参加するしくみづくり

・エイジフレンドリー度評価の実施

・行動計画づくり

・評価指標の設定

２ 実施段階

・行動計画の実施

・進捗状況のチェック

３ 評価段階

・進捗状況の評価

・成功事例と今後の課題の確認

・WHOへの報告書の提出
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ア ＷＨＯグローバルネットワークは、参加都市に行動計画の策定を義務づけている。

イ 行動計画では、エイジフレンドリーシティを実現するための考え方や、取り組む

べき基本的方向を示す。

ウ 「秋田市総合計画」のもと、「秋田市地域福祉計画」および「秋田市高齢者プラ

ン」など各部門ごとの個別計画との整合を図る。

(2) 計画の概要

ア 基本理念

「高齢になっても地域社会で活動、活躍することができ、いきいきと過ごすこと

ができる社会」

イ 計画期間

平成２５年度から平成２８年度までの４年間

ウ 特徴

(ｱ) 行政中心の行動計画と市民中心の行動計画の２部構成

(ｲ) 高齢者をはじめとする市民が計画、実施、検証のあらゆる段階において主体

的に参加

(3) 計画の完成

行動計画は平成２５年８月に策定(１２月冊子完成）し、平成２６年２月、ＷＨＯ

へ報告書（行動計画概要データ等）を提出した。

(4) 計画の推進について

行政中心の行動計画に係る各施策については、それぞれの担当部局において実施

されている。

市民中心の行動計画に係る各事業については、エイジフレンドリーあきた市民の

会が中心となり実施されている。

４ 行動計画と総合計画との関連

平成２３年度からスタートした秋田市総合計画「県都『あきた』成長プラン」では、

「エイジフレンドリーシティ (高齢者にやさしい都市）の実現」を成長戦略のひとつに

位置づけ、一体的かつ集中的に推進することとしている。
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５ これまでの主な取組

Ｈ２１年度(2009年）・庁内関係課所室職員による庁内勉強会の開催

Ｈ２２年度(2010年）・秋田市エイジフレンドリーシティ構想推進協議会の設置

Ｈ２３年度(2011年）・構想推進協議会が「秋田市エイジフレンドリーシティ（高齢者

にやさしい都市）構想に関する提言書」を秋田市長に手交

・秋田市エイジフレンドリーシティフォーラムを開催

・国際高齢者団体連盟（ＩＦＡ）招聘事業を実施

・ＷＨＯエイジフレンドリーシティグローバルネットワーク参加

Ｈ２４年度(2012年）・第１１回ＩＦＡ高齢化国際会議（開催国：チェコ共和国）に市

長が出席、秋田市の取組を発表

・秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画策定委員会、庁内連

絡会議、作業部会設置

・国際高齢者団体連盟（ＩＦＡ）招聘事業を実施

・秋田市エイジフレンドリーシティフォーラムを開催

・エイジフレンドリーあきた市民の会（市民組織）設立

Ｈ２５年度(2013年）・秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画を策定（８月）

・国際高齢者団体連盟（ＩＦＡ）招聘事業を実施

・秋田市エイジフレンドリーシティフォーラムを開催

Ｈ２６年度(2014年）・秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画推進委員会設置

・エイジフレンドリーシティカレッジ（リレーセミナー、シンポ

ジウム、ワークショップ）開催

６ ＷＨＯの指標案

ＷＨＯは平成１９年（２００７年）に「エイジフレンドリーシティガイド」を発表し

たが、その中で「高齢者にやさしい都市に不可欠な特徴のチェックリスト」を都市の自

己診断ツールとして示した。その後、都市におけるエイジフレンドリー度を測定する指

標セットの必要性から、現在その開発に取り組んでいる。

これは第２回秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画推進委員会（平成26年11月25

日）の提出した参考資料であり、ＷＨＯ指標セット完成版ではない。
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７ 脚注一覧

１ エイジフレンドリー エイジフレンドリーシティとは世界保健機関（ＷＨＯ）が

シティ ２００７年に公表した「グローバル・エイジフレンドリーシ

ティ：Ａガイド（Global Age-friendly Cities:A Guide）」に

おいて示された言葉である。本市では、ＷＨＯ神戸センター

の取組や、上記ガイドを日本において翻訳･公刊した書籍”Ｗ

ＨＯ「アクティブ・エイジング」の提唱（萌文社）”を参考に、

「エイジフレンドリーシティ」を「高齢者にやさしい都市」

という意味であるとし、併記している。

２ 世界保健機関（ＷＨ World Health Organization 略称ＷＨＯ。保健衛生の分野で

Ｏ） 国際協力を行う国連の専門機関の一つである。

３ ＷＨＯエイジフレン 世界中の全ての国や都市を対象として、ＷＨＯが発表した「高

ドリーシティグロー 齢者にやさしい都市づくりガイド(Global Age-friendly Citi

バルネットワーク es: A Guide)」をもとに、高齢者および人口高齢化に配慮し

たまちづくりに努める国や都市の国際的なつながりを強め、

その活動を支援するため、2010年、ＷＨＯによって立ち上げ

られたネットワーク。「高齢者にやさしい都市」の認定を受け

るため、あるいは認定を受けた都市のネットワークではなく、

あくまでも高齢者や高齢化に配慮したまちづくりの活動を支

援するためのネットワークである。

４ 秋田市エイジフレン ＷＨＯグローバルネットワーク参加都市に策定が義務づけら

ドリーシティ行動計 れている計画。秋田市は平成２５年８月に策定した(冊子完成

画 は同年１２月、ＷＨＯ提出は平成２６年２月）。計画は行政中

心の行動計画と市民中心の行動計画からなる本編と行政中心

の行動計画として具体的な個別施策を掲載した別冊からなる。

第２次秋田市エジフレンドリーシティ行動計画は、平成２８

年度策定予定。

５ 高齢者にやさしい都 ＷＨＯの「グローバル・エイジフレンドリーシティ：Ａガイ

市に不可欠な特徴の ド」の中に示された都市の自己診断ツール。８つの領域毎に

チェックリスト 示され、全部で８４のチェックリストがある。
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６ エイジフレンドリー 秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画作業部会の参加者

あきた市民の会 を母体に、平成２５年３月２６日に設立された市民活動団体。

エイジフレンドリー精神の普及啓発や行動計画に定められた

市民中心の計画の具体案の実施を、会の主な事業として活動

している。

７ 社会参加 「社会参加とはレクリエーション、社交、文化的･教育的･ 精

神的活動への高齢者の関与を指す」とするＷＨＯの定義に準

ずる。具体的には生涯学習、趣味、スポーツ、文化、宗教な

どに関わる活動が事例としてあげられる。

８ 市民参加 「市民参加とは､市民権、無償労働の機会に関するもの」とす

るＷＨＯの定義に準ずる。具体的には、ボランティア活動、

地域自治活動、住民同士の親睦会、ＮＰＯ活動、学校協力活

動などが事例としてあげられる。


